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 彦 根 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

 

開 催 日 時 令和７年11月19日（水）午後３時～午後４時10分 

開 催 場 所 彦根警察署 小会議室 

 
委 員 

髙橋嘉子委員（会長）、柴田謙委員（副会長）、中川捨次郎委員 

福本真理子委員、柴田雅美委員、西﨑文雄委員、楠居弥栄子委員 

警 察 
古谷署長､芝原副署長、鈴置調査官（警務課長）､山田地域課長、 

藤田交通課長、警務係長 

議 事 概 要  

１ 会長挨拶 

  会長から「国民スポ－ツ大会・全国障害者スポ－ツ大会の警備、御苦労様で

した。寒くなってきたので、健康に気をつけていただき、安全・安心のため頑

張っていただきたいと思う。委員の皆様には本日も忌憚のない御意見をお願い

する。」旨の挨拶がなされた。 

２ 署長挨拶 

 (1) 挨拶 

署長から「国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に伴う警

備、交通規制に関して様々な方々の御協力をいただき無事に終了することが

できた。年末に向け歳末特別警戒等、安全・安心の確保に署員一丸となって

取り組んでいく。」旨の挨拶がなされた。 

 (2) 犯罪・交通の情勢と抑止対策 

   今年９月末の管内の刑法犯認知件数、特殊詐欺発生状況、検挙件数と犯罪

抑止対策、交通事故発生状況と交通事故抑止対策について説明がなされた。  

３  議事 

(1)  報告事項 

警察署協議会代表者会議の結果報告について 

会長から、令和７年 11 月６日、警察本部で開催された警察署協議会代表者

会議の結果報告がなされた。 

(2)  協議事項 

ア 交通事故の概要説明 



 

警察から、令和７年 10 月に彦根市で発生した交通事故の概要の説明がな

された。 

  イ 滋賀県警察におけるデジタル化の推進に向けた取組状況 

   (ｱ) 交通情報分析データ等を絡めたデジタル化の推進 

     警察から交通管制システムについて、交通情報収集、交通情報提供、

信号機制御、運用管理についての説明がなされた。 

   (ｲ) 通信機器を用いたデジタル化の推進 

     警察から警察署から交番、駐在所勤務員に対する通信指令方法、パト

カーの設備、携行している無線機等の通信指令資機材とその活用方法に

ついて説明がなされた。 

     委員から「現場で活動している警察官は、装着している装備によって

心理的に窮屈ではないか。」旨の質問がなされ、警察から「勤務員は、

慣れているので抵抗はなく、緊急時等の安全性のメリットの方が高

い。」旨の説明がなされた。  

     委員から「国道８号線の佐和山トンネル付近の開通した道路周辺が混

雑しているため、対策が必要である。」旨の提言がなされ、警察から

「国道８号線は混雑しているが、交通管制システム等の活用により緩和

に取り組んでいく。」との説明がなされた。 

 委員から「住民が信号機の設置を要望していた石寺町の道路について

は、結果的にラウンドアバウトとなり、その後交通事故も減った。」旨

の意見がなされ、警察から「信号機の設置の他、様々な通行方法があ

り、石寺町のラウンドアバウトについては、工事中でも一部通行しても

らい徐々に周知したことで、完成後、スムーズに通行できたと思う。」

旨の説明がなされた。 

４ 次回協議会日程 

    令和８年１月28日に実施されることとなった。 

 


